
28 29Kawasaki 環境報告書2017 Kawasaki 環境報告書2017

「Kawasakiグリーン製品」は、グループミッション「世界の人々の豊かな生活と

地球環境の未来に貢献する“Global Kawasaki”」の達成に向け、製品自体の

環境性能向上と、生産過程での環境負荷低減を加速する取り組みで、当社が独

自に定めた基準を満足する製品を「Kawasakiグリーン製品」又は、「Kawasaki 

スーパーグリーン製品」として適合性評価し、ISO14021に準拠して、社外発信

していくものです。

製品や生産工程に込めた環境配慮への思いをシンボル

マークに凝集しました。このマークは、当社グループが「陸・

海・空の輸送システム」、「エネルギー環境」、「産業機器」の主

な事業分野で、革新的先進的な技術力によってそれぞれが

確固とした1本の柱となり、これら3本柱が融合することで、

地球環境を支えていこうという決意を表現しています。

Kawasakiグリーン製品促進活動

適合性評価された製品には、
ISO14021に準拠し製品特長を
記載した環境ラベルを付与し、
環境主張を発信します。

評価表示

評価年表示

環境主張の
説明部

環境主張の
タイトル部

環境主張

評価区分表示

製品名

製品の環境性能および環境管理活動の両面から、
総合的に評価します。

環境配慮製品および
環境ソリューション製品のうち、

の観点から特に優れた製品に
ついて順次申請します。

当社ではステークホルダーの皆様へ、Kawasaki Report、 環境報告書、当社

Webサイトなどを通じて情報を公開しています。さらに、CDPによる「CDP気候

変動質問書」、（株）日経リサーチによる「環境経営度調査」、（株）東洋経済新報社に

よる「CSR調査」、DJSI（Dow Jones Sustainability Index）など多数の外部評

価機関からのアンケートを投資家を代表するステークホルダーの皆様の声と考え、

回答を通じて積極的な環境情報の公開に努めています。

対応の結果、DJSI Asia Pacific Indexおよび、損保ジャパン日本興亜アセット

マネジメント（株）（SNAM）が運用する「SNAMサステナブル投資ファンド」の投資

対象銘柄に引き続き、選定されました。

外部への情報公開

環境ブランドの向上

川崎重工は環境に関する当社の方針や取り組みをわかり

やすく、透明性をもって公開することを重要な責任の一つと

考えています。当社の製品を通じた環境対応を周知し広く

浸透させることを目指して、製品性能と製造過程における

環境側面を評価し登録する「Kawasakiグリーン製品」促進

活動をすすめています。また、環境報告書、当社ウェブサイ

トでの情報開示を進めるとともに、社外の評価機関からの

質問書等にも積極的に回答し、ステークホルダーの皆様に

向けて当社の環境活動に関する情報の適切な開示に努め

ていきます。

❶Kawasakiグリーン製品促進活動の推進
 Kawasakiグリーン製品を毎年登録し外部発信する

❷社外評価、ランキング等イメージアップ
 ‌�第三者検証の結果を公表しCDP等の評価向上、Dow Jones Sustainability 
Indexの銘柄選定を継続する

目
　 

　
標

環境ブランドの向上
第9次計画（2016-2018年度）の重点施策と目標

図25：促進活動マーク

図26：適合性評価の流れ
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2017年　Kawasakiグリーン製品発表
［新規］ 

(*)カーゴタンクの防熱性能を表す指標で、
カーゴタンクの1日当たりのLNG蒸発率を示す。
値が小さい方が防熱性能が良い。

本製品
（部分再液化適用）

本製品
（防熱パネルのみ）

0.05%/day0.05%/day

0.08%/day

0.075%/day

競合他社製品

Boil Off Rate (*)

燃費性能向上及び環境負荷低減とともに、世界中のLNG基地への入港、新パナマ運河
通峡が可能な船型とし、かつ、非真球カーゴタンクの採用によって大幅なLNG輸送量の
増加を可能とした大型LNG運搬船

製品紹介 特長

業界トップクラスの防熱性能を有する川崎パネルシステムの採用
部分再液化装置を用いた世界最小の実質BOR（ボイルオフガス発生率）
2軸船型、SEA－ARROW船首形状及び低速ディーゼル機関（ME-GIエンジン）採用に
よる燃費性能改善
容積効率に優れた非真球カーゴタンクの採用

業界トップクラスの防熱性能・燃費性能・容積効率に
優れたMoss方式大型LNG運搬船

防熱性能に優れる川崎パネルシステムを備えた非真球の新型カーゴ
タンクと、部分再液化装置を組み合わせて、世界最小の実質BOR

0.05%/dを達成。独自の船型に二元燃料エンジンを組み合わせた
燃費性能は、当社比較製品に比べ、約15%改善。

新型タンク搭載
大型LNG船

構体へのFSW（摩擦攪拌接合）適用

FSWによる側板の接合

リサイクル・リユースを積極的に推進し、徹底した
軽量化などにより省エネ＆省資源を実現

省エネや環境負荷低減の観点からクリーンな大量輸送手段であり、ステンレス車両
でもアルミ車両でも対応できる「柔軟性」、品質と価格の「合理性」、快適・環境性能
の「付加価値」を基本コンセプトとする標準型通勤車両

製品紹介 特長

リサイクル可能なステンレス構体、内装パネルの採用
アルミ構体のハモニカ構造、SUS構体にもひねりボルトを採用することで、
腰掛や機器レイアウト変更など車体更新しやすい構造の採用
アルミ複合板やチャンバーレスダクト採用による軽量化

リサイクル可能な材料として、構体材料にステンレス、内装パネル
にアルミ複合板を採用し、アルミ構体ではモノアロイ化を推進。
軽量化による消費電力削減。製造時においても FSW接合の適用
により、MIG溶接に比べて溶接入熱量を削減。　

標準型車両「efACE」

当社は、新規開発・設計製品や特に重要な製品に対して、省資源、省エネル

ギー、リサイクルなどについて製品アセスメントを実施し、製品のライフサイクルで

の環境負荷の低減を目指しています。製品の種類によって具体的な評価方法が

異なるため、事業部門ごとに「製品アセスメント規程」を作成し、製品特性に合った

対応を可能にしています。製品アセスメントの主な評価項目は次の通りです。

❶ 製品の減量化
❷ 製品の省エネルギー化
❸ 製品の長寿命化
❹ 製品の安全性と環境保全性
❺ 製品の廃棄・リサイクルへの対応
❻ トラブルなどの緊急時の環境影響
❼ 使用・メンテナンスなどのための情報の提供
❽ 法規制への対応

製品アセスメントの実施
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外槽屋根

屋根保冷

側部保冷

底部保冷
昇降階段

内槽屋根

内槽側板
内槽底板

ナックルプレート

外槽底部ライナ
基礎版

PC防液堤

保冷材性能の向上

内槽材の構造合理化

-162℃のLNGを直接貯蔵する内槽とPC（プレストレストコンクリート）防液堤外槽
の２重構造で構成する世界最大級の地上式LNGタンク
軽量化により工期短縮と輸送効率の向上を達成し、かつ保冷性能にも優れた
LNGタンク

製品紹介 特長

新安全率の適用と内槽構造の合理化により従来タンクに比べ、単位容量当りの製品重量を低減
軽量化と更なる工場プレハブ化による輸送効率と建設効率の最適化を実現
2010年納入タンクより25%大型化に対して、同じ建設工期で完工
大型化と保冷性能の向上によりBOG発生率を低減

新安全率の適用と構造合理化により、
製品重量の低減および保冷性能の
向上を実現

2010年度納入タンクに比して、新安全率の適用と
構造の合理化で、単位容量当り製品重量を13%低減。
保冷性能の向上等によりBOG（ボイルオフガス）
発生率を21%低減

LNGタンク
（新安全率適用）

Z900

他社モデル
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エンジン回転数

Z900

他社モデル

「凄み」をキーワードとするスタイリング・力強いエンジン性能・軽快かつ扱い易い
車体性能の3項目を高次元で達成した、エキサイティングで意のままに操ることの
できる新世代ネイキッドモデルのモーターサイクル

製品紹介 特長

低回転域での厚いトルク感と鋭いスロットルレスポンスで中～高回転域まで心地良く吹け上がる
パワーフィーリングを実現した水冷並列4気筒エンジン
徹底的な軽量化を追求することで軽快さと扱い易さを達成した新設計のスチールフレーム
燃費性能に優れ欧州排ガス規制「EUROⅣ」に対応

優れた燃費性能と低排ガスレベルを世界最高レベルの環境性能で達成

WMTC（世界統一・二輪専用）
モード燃費はクラストップレベ
ル、競合モデルに対して出力
で９％向上。欧州排ガス規制
「EUROⅣ」、欧州新騒音規制
「R41-04」に対応。

 Z900

(2017MY)

最大離陸可能重量 [kg]

機
外
騒
音

[E
P

N
d

B
]

BK117D-2

BK117C-2

当社前モデル
他社製品

国際民間航空機関 （ICAO） 
離陸・水平飛行・着陸時の騒音基準の
平均値の上限

105

100

95

90

85

80
3000 5000 10000

新型テールロータ等の採用により、クラス最高の静粛性を実現するとともに、高出力
エンジンの採用やメイン・ギアボックスの改良により、大幅にホバリング性能を向上
させ、消防・防災・警察・救急医療・TV取材・人員輸送等、あらゆる用途に活躍
できるヘリコプタ

製品紹介 特長

クラス世界最高の低騒音化の実現
高出力エンジンの採用やメイン・ギアボックスの改良にて、定格伝達出力を大幅向上
テール・ギヤボックスのオーバーホール間隔をC-2型の1500時間から5000時間に大幅延長

クラス世界最高水準の低騒音化、および
ホバリング性能の向上や長寿命化を実現

新型テールロータ等の採用により、騒音面での改善や、
オーバーホール間隔の大幅延長による長寿命化など
ライフサイクルにおける環境性能が大幅に向上。また、
メイン・ギヤボックス定格伝達出力を向上させ、エネル
ギー効率を18%改善。

フェネストロンを採用し、ブレー
ド枚数を増やし、騒音周波数を
高くすることで、騒音を低減し
ています。またブレード間隔を
不等間隔に配置することにより
さらに騒音を打ち消し低減して
います。

BK117D-2型ヘリコプタ
（エアバス・ヘリコプターズ式）

従来型Kawasaki Centrifugal 
Compressorユニット

オイルフリーKawasaki 
Centrifugal Compressor
ユニット

機器重量 35% 削減
設置面積 75% 削減

高速電動機、アクティブ制御型磁気軸受の採用により、完全オイルフリー化を実現。業界
トップクラスとなるエネルギー効率と安定した広い運転範囲を両立した川崎遠心圧縮機
（Kawasaki Centrifugal Compressor)

製品紹介 特長

電動機直結駆動＋非接触支持により機械的損失を大幅低減
潤滑油システムが不要により、機器重量、設置面積を大幅低減
潤滑油不使用に加え、騒音・振動を低減

高速電動機と磁気軸受の採用により
完全オイルフリー化を実現

高速電動機と磁気軸受の採用により、高効率化、
軽量化・省スペース化を達成。従来機に比べ、
消費動力3%、機器重量35%、設置面積75%の
削減を達成。潤滑油が不要で、環境負荷も低減。

オイルフリーKawasaki 
Centrifugal Compressor
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11本ピストンの新ロータリー

Φ0.9D
11本ピストン

ΦD
9本ピストン

軽量化

慣性力22％低減による高速化

世界最高クラスの高出力密度を達成

慣性力

ピストンの軽量化にて

斜板形として世界最高クラスの高速回転性能を持ち、各種産業車両のHST走行
駆動やウインチなどに使用可能で、スムーズな動作を実現する起動性能および
微細な運転でも正確に操作できる低速性能を有するコンパクトな油圧モータ

製品紹介 特長

世界最高クラスの高出力密度
軸受の長寿命化
実機の滑らかな動き出しと微速走行時の優れたスピード安定性
斜板形によるコンパクト化

競合他社を圧倒する高い出力密度
（理論出力馬力/製品重量）を実現

出力密度の高さは世界最高クラス。騒音レベルは
競合他社製品以下。軸受寿命も当社前機種に比べ、
90%向上。（HST：油圧ポンプと油圧モータによる
無段変速機）

HST用モータ
M7Vシリーズ

MG15HL 競合他社

最大可搬質量 (kg) 1,500 1,200

最大リーチ (mm) 4,005 3,734

本体質量 (kg) 6,550 8,600

独自構造（第1軸に２減速機並列機構、第2～3軸にボールネジ機構）により、
高剛性化と高精度化を図った可搬質量1～1.5tの超大型ロボット

製品紹介 特長

ハイブリッドリンク機構とデュアルサーボを採用し、1ｔ超可搬を実現
剛性が高く、ガタつきの小さいボールネジの採用で、アームのたわみを低減し、高い位置決め
精度を実現
ハイブリッドリンク機構とカウンターウェイトレスのアームは実用領域で広い動作範囲を実現

可搬質量1トン超のクラスにおいて業界標準を超える軽量化を実現

ハイブリッドリンクと一部にボールネジ駆動を採用した
独自構造のアームはカウンターウェイトレスで1～1.5t

の可搬能力と本体軽量化を両立

超大型ロボット
MGシリーズ

排出ガスエミッションWMTCモード燃費

WMTC：Worldwide-harmonized Motorcycle Test Cycle

0.00 0.10 0.20

　 エミッション量　g/km

CO

THC

NOx

0.30 0.40 0.50 0.60 0.70

Z650
Ninja650

前モデル

燃費  km/liter

0 5 10 15 20 25

Z650
Ninja650

前モデル

初心者には扱いやすく中上級者には操る喜びを感じることができる、大型モデルに
比肩する存在感のあるスタイリングを有したミドルクラスの新世紀ネイキッド
モデル /フルカウリングモデルのモーターサイクル

製品紹介

Z650 Ninja650

特長

低中回転域でのフラットなトルク感を重視したスムーズなスロットルレスポンスで軽やかに
吹け上がるパワーフィーリングを実現した水冷並列2気筒エンジン
徹底的な軽量化を追求することで軽快さと扱い易さを達成した新設計のスチールフレーム
燃費性能に優れ欧州排ガス規制「EUROⅣ」に対応

燃費の向上、パワーウェイトレシオ低減とともに、排ガスレベルを大幅低減

前モデル ER-6n/6fに対し、
WMTC（世界統一・二輪専用）
モード燃費7%向上、パワーウェ
イトレシオ4%/3%低減。排ガス
レベルはCO 63%、ＴHC 56%、
NOx 50%低減。

Z650/Ninja650

(2017MY)
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競合他社製ポンプ
K8V125

ポンプ最大流量時ポンプ効率

N=2000min-1

油温=50℃

CFD解析（ポンプ内の油の流れ）

各種産業車両のHST走行駆動などのクローズ回路システムに適し、世界最高クラス
のポンプ効率と低騒音により、搭載車両の燃費向上と作業環境を改善した両傾転型
油圧ポンプ

製品紹介 特長

ショベル用油圧ポンプK7Vで培った最適設計により世界最高クラスのポンプ効率と低騒音を実現
斜板支持構造への滑り軸受採用などにより、高信頼性を実現

世界最高クラスのポンプ効率と
低騒音、および高信頼性を実現

ポンフ 効゚率は競合他社製品以上、騒音
レベルは競合他社製品以下であり、共
に世界最高クラス。（HST：油圧ポンプ
と油圧モータによる無段変速機）

HST用ポンプ
K8Vシリーズ
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総合技術で、クラス最高効率、
NOｘ低減を実現

前モデルに比べて発電効率が 2.4%向上し、
クラス最高効率を実現するとともに、業界トップクラスの
NOx排出量 35ppm(O2=0%)を達成しました。

圧縮機やタービンの流路形状変更や構造面での改善等による高効率化とともに、
低 NOx保証を実現する DLE（Dry Low Emission）燃焼器を採用している
発電用ガスタービン

製品紹介 特長

M1A-17D

ガスタービン

圧縮機やタービンの空力最適化設計による高効率化で、クラス最高性能を達成
燃焼器のバーナや流路形状の改善による低NOx化で、
業界トップクラスの環境性能を実現
前モデルからの基本構造踏襲による高信頼性の確保

2014年：初回登録

省エネ効果が高く、
高周波発生のない新型高性能電池

制御装置を介さずに、き電線にニッケル水素電池「ギガセル®」を直結することで、高い負
荷応答性能が要求される鉄道用システムに強みを発揮し、安全性に優れた蓄電システム

製品紹介 特長

ギガセル ®を利用した地上蓄電設備（BPS）は、
高い省エネ効果で、CO2削減に寄与します。
また、鉄道信号保安システム等に誘導障害を
与える高周波が発生しないなど、環境に配慮
した製品です。

導入効果
省エネ、ピークカット、回生失効対策、電圧降下対策、変電所代替、非常時走行
システムの特長
き電線に直結（制御装置なし）、低コスト化、高い負荷応答性、高い充放電効率、
ノイズ発生がない

地上蓄電設備（ＢＰＳ）

※ き電線 … 変電所から架線に
　　　　　   電力を供給する電線
　 力　行 … 電車走行への電力使用状態

ギガセル単体

2014年：初回登録

MAGターボ

磁気軸受の採用によって業界最高レベルの
高効率、低環境負荷を実現

インバータ制御式高速電動機のロータ軸端に羽根車を直接取付けた構造で、磁気軸受に
より浮上したロータが機械的に非接触状態で高速回転を行う、下水曝気用の新型ブロワ

製品紹介 特長

インバータ駆動の磁気軸受式高速電動機を採用しているため、以下の特長を有する。
　　　高効率（日本下水道事業団著「設計指針 機械設備編」に記載される従来機種の　　　高効率（日本下水道事業団著「設計指針 機械設備編」に記載される従来機種の
　　　効率より最大約4 ポイント向上）
　　　潤滑油、冷却水が不要　　　潤滑油、冷却水が不要
　　　低騒音、低振動　　　低騒音、低振動

磁気軸受式高速電動機の採用により、総合効率は
各風量域で下水道設備用の従来機種を上回ります。
加えて、潤滑油も不要で、環境負荷も低減されます。

ブロワ本体

2014年：初回登録

クリーンな天然ガス燃料を使用し燃焼室形状の最適化、希薄燃焼化、制御システム
最適化等の工夫によりクラス世界最高水準の発電効率、低NOx排出量を達成した
ガスエンジン

製品紹介 特長

燃焼最適化に加えて可変ノズル型過給機、
新型潤滑油の採用によりクラス世界最高
水準の発電効率49.5%を達成しています。

クラス世界最高水準(2014 年4 月1 日現在) の発電効率49.5%※を有する
排出ガス中のNOx(窒素酸化物)値は200ppm以下と低く、環境性能においてもトップ
クラスである
運転範囲は30-100% と広範囲で、部分負荷においても高い発電効率を維持できる
※低粘度潤滑油使用時

グリーンガスエンジン

クラス世界最高水準の発電効率 CO2
約30％低減 約5％低減

約50％低減約90％低減NOx

グリーンガス
エンジン

ガスエンジン
従来レベル

ディーゼル
エンジン

排出量比較

2014年：初回登録

廃棄物の有効利用で
エネルギーと資源を節減

CKKシステム(Conch Kawasaki Kiln System)は、既存のセメント製造設備にごみ
焼却設備を併設し、セメント製造工程とごみ処理工程を一体化させ、ごみが保有する
熱エネルギーおよび焼却灰をセメント製造設備の燃料および原料として有効利用
するシステム

製品紹介 特長

既設セメント製造設備にごみ焼却機能を追加。
ごみ焼却設備の単独設置に比べ必要機器点数が
70％低減でき、ごみが保有する熱エネルギーや
焼却灰の有効利用によりCO2も削減します。

低燃費化
　　ごみ保有エネルギーの有効利用により、セメント焼成時の燃料費を5％低減
減容化
　　ごみ焼却設備の単独設置に比べ、排ガスおよび焼却灰を既設のセメント製造
　　設備で処理できるため、機器点数を低減

CKKシステム

ごみ処理設備

クレーン

ごみバンカー 

不燃物排出装置

ガス化炉 仮焼炉

PH ボイラー

熱エネルギー、熱エネルギー、熱エネルギー、熱エネルギー、熱エネルギー、熱エネルギー、熱エネルギー、
焼却灰

発電機

AQCボイラーAQCボイラー

AQC

キルン

セメント製造設備

2014年：初回登録

水冷媒ターボ
冷凍機

画期的ノンフロン化の達成と
高効率化で温室効果ガス削減

オゾン層保護および地球温暖化防止に貢献可能な冷媒として水を採用し、
新型圧縮機および主要機器を自社開発して、既存冷凍機との置き換えが
可能なサイズにまでコンパクト化したターボ冷凍機

製品紹介 特長

冷媒に水を使用したノンフロン冷凍機です。
既存冷凍機並みの効率を達成すると共に、
既存冷凍機との置き換えが可能なサイズに
までコンパクト化しています。

水冷媒
　オゾン層保護および地球温暖化防止のため採用
高効率
　高性能・高圧力比の新型圧縮機を開発
コンパクト設計
　主要機器を自社開発・小型化、既存冷凍機との置き換えが可能なサイズにまでコンパクト化

冷媒の流れ

蒸発器

凝縮器

水冷媒

水冷媒

P

冷却塔

35℃

30℃

12℃

7℃

オフィスビル冷房

水冷媒説明図

M

ターボ冷凍機

圧縮機

2014年：初回登録

ショベル用
油圧ポンプ（K7V)

油圧ショベルを中心に建設機械に広く採用され、近年の市場要求である高効率、低騒音、
コンパクト、高信頼性を実現した油圧ポンプ

製品紹介 特長

市場で好評を得ている前モデル K3Vシリーズ
から、さらにポンプ効率を 1.5ポイント向上、
騒音レベルを 3dB（A)低減し、いずれも世界
トップクラスの環境性能を実現しています。

各摺動部での漏れの低減、トルク損失の低減により効率を向上
急激な圧力変動の抑制、ケーシングの高剛性化により騒音、振動を低減
寸法諸元を全面的に見直し、全長を短縮
軸、軸受の強化により長寿命化を実現

高効率化、低騒音化を追求し、
世界トップクラスの環境性能を実現

変形量

ポンプケーシングの変形解析

面圧分布

面圧
高

低

2014年：初回登録

モデルチェンジでCO2を削減・
リサイクル可能率も向上

レースでも好成績を収めている前モデルから排気量をアップして低～中速域の性能向上と
燃費率向上とを両立させたエンジンと、先進のサスペンション・車体系の電子制御・環境負荷
の少ない外装との組み合わせで、安心して高性能を楽しめるモーターサイクル

製品紹介 特長

2009年モデルから排気量を37cm3

アップし出力を引き上げながら燃費は
3％改善しました。
リサイクル可能率向上などの環境性能
にも配慮しています。

低燃費化
　　性能向上と燃費率向上とを両立 ・ CO2 排出量も低減
環境負荷低減
　　リサイクル可能率向上 ・ 表面処理見直しによる塗料使用量の削減
安全性向上
　　トラクションコントロール・スポーツ走行対応ABSを装備

Ninja ZX-6R
今回モデル
前回モデル

エンジン性能比較

エンジン回転数

エンジン出力

エンジントルク

2014年：初回登録

スポット溶接ロボット
(BX200L)

業界トップクラスの軽量、スリム、
コンパクトで高密度設置を実現

生産設備コストを低減するために生産効率向上、高密度設置を追求し、高速、コンパクト、
軽量化を行い、手首部のケーブル内蔵を実現した省エネ・省資源型のスポット溶接
ロボット

製品紹介 特長

業界同クラスでは、設置面積が最小、本体質量は
最軽量を実現しています。
さらに配線、配管材を手首の中に内蔵した結果、
ロボットの干渉領域が小さくなり、ロボットを
高密度で配置できます。

ケーブル内蔵
　　中空手首採用により配線、配管の干渉領域を削減
コンパクト化
　　設置面積は、業界同クラス製品比60% 以下を実現
軽量化
　　最適設計、部品点数削減により業界同クラス最軽量

2014年：初回登録

［更新］登録後、３年ごとに再評価し、基準を満たす製品の登録を更新しています。
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